
第１学年通信  （平成２８年度２学期号） 

 

 夏～秋～冬と３つの季節を過ごす長い２学期もいよいよ終わりになりますが、生徒はたくさんの良い思い出が

できたようです。今後も松桜ならではの充実した生活を送ってください。 

年末年始のこの時期、出かける機会も多くなりますが、外出先やＳＮＳなどで事件に巻き込まれないように十

分注意してください。交通安全運動も実施中です。交通ルールの遵守と正しい交通マナーの実践を心がけてくだ

さい。また、親戚が集まったときに、進路について聞いたり話したりしてみてください。 

最後に、「やるべき事は必ずやる。やってはいけないことは絶対にしない。」という方針で担任を始め関係職

員が指導してきました。ご家庭でのサポートをよろしくお願いいたします。 

 

◎２学期の主な行事 

 

松 桜 祭  短い準備期間でしたが、素晴らしい催事ができ、どのクラスも大盛況でした。 

 

１組（入場門作製・縁日）    ２組（お祭り広場）      ３組（お化け屋敷） 

                                          

                            

４組（仮装カフェ・人捜し）    ５組（食堂）                ６組（お化け屋敷） 

                   

 

 

マラソン大会  男子は１２ｋｍ、女子は６ｋｍの距離を走りました。秋晴れで絶好のマラソン日和。走った後

の豚汁も最高でした。上位５０人に、１年生は男子１７人、女子１２人が入りました。 

    

↑ １０位以内の入賞者 



 

 

◎ホームルーム委員長より・・・「２学期の思い出」 

 

１組（情報制御科） 僕達１組の２学期の思い出は、松桜祭です。クラスの出し物を考えるとき、なかなかまと

まらず、入場門を作るということになりました。みんなで協力してたくさんのものを準備し

ました。買い出しに行き、風船を何百個も膨らまし、それをすべて網に詰め込んだり、たく

さんの大変な作業がありました。みんなで風船で遊んだりして、とても楽しかったし、クラ

スが前よりまとまったような気がします。 

 

２組（情報制御科） １年生の２学期はとても長いものだと思っていましたが、実際は１学期よりもずいぶん短

く感じました。それは多分、松桜祭などの行事があり忙しかったからだと思います。松桜祭

ではクラスが一丸となり、人生でもう二度と来ない２日間を最高の形で終えることができま

した。この２学期にたくさんのことがあったからこそ、２組の絆を感じることができました。

絆を感じるとともにクラスの一人ひとりが成長することができました。 

 

３組（商 業 科） ２学期は私たちが楽しみにしていた松桜祭があり、とても充実した学校生活となりました。

松桜祭でお化け屋敷をやると決めたとき、成功するのかと不安でいっぱいでした。しかし、

準備を始めてみると、クラス全員が動き、当日もみんなで協力して３組の絆を感じることが

できました。大成功で終わることができ、クラス全員の最高の笑顔を見ることができたと思

います。残り少ない３組での生活を悔いの残らないよう過ごしていきたいと思います。 

 

４組（商 業 科） ２学期は特に検定が多く、そして松桜祭もあり、とても忙しかったと思いました。商業科

の検定では「８０人全員合格」が目標となっています。わからないところはクラスの仲間に

教えてもらったり、先生に質問したりしました。結果、全員合格ではありませんが、多くの

生徒が合格しました。また、松桜祭ではみんなと協力し素敵な松桜祭にすることができまし

た。２学期は１学期よりもクラスの仲が深まったのではないかと思います。 

 

５組（家 政 科） ２学期の思い出は松桜祭です。初めての松桜祭で、何をしていいかわからないことばかり

でしたが、みんなで案を出し合い、話し合いもたくさんしました。決まるまで時間もかかり、

からあげ丼のタレも自分たちで試行錯誤しながら作ったので大変でしたが、とても好評で無

事完売し、みんなで喜びました。また、松桜祭を通して、クラスの仲もより一層深まりまし

た。今後の行事もみんなで楽しんでいきたいです。 

 

６組（社会福祉科） 月日が流れるのは早いもので、気がつけばもう２学期が終わろうとしています。松桜祭は、

僕の中で、皆の中で良き思い出になったと思います。６組はお化け屋敷をやりました。始め

の頃は間に合うか不安でしたが、なんとか間に合い、列が途切れることのない大人気でした。

また、佐藤教頭賞を受賞することもでき、本当に良かったと思います。これからも、一日一

日を大切に、充実した日々を過ごしたいと感じました。 


